
平成25年度当初予算における政策的新規・充実予算枠要求事業の内容と査定結果【予算措置を講じたもの】

事　業　概　要 要求額 査定額 内容

梅小路公園周辺整備事
業

　梅小路公園周辺には社寺や文化財等の観光資源が存在し，また，多くの商店が並んでい
る。梅小路公園の来場者は，再整備により増加が見込まれ，これら梅小路公園を訪れる観
光客や市民が公園周辺地域を回遊すれば，地域活性化につながるものと期待される。
　本事業は，梅小路公園周辺地域における歩行者の回遊性向上と地域活性化を目的とし
て，安心安全な歩道整備や休憩スペースとなる街区公園のバリアフリー化等を実施するも
のである。
　平成２５年度は，七条通(大宮通～ＪＲ高架下）における歩道整備，小坂公園の設計を
実施する。

167,600 139,400

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

四条通歩道拡幅事業 　京都の魅力と活力が凝縮した歴史的都心地区（四条通，河原町通，御池通，烏丸通で囲
まれた地区）を中心とする「まちなか」において，人と公共交通優先の「歩いて楽しいま
ちなか戦略」を推進している。
　平成２５年度は，四条通（四条大橋東詰～烏丸通）の歩道拡幅と道路形状の公共交通優
先化を実施し，安心・安全な歩行空間の確保と，路線バスの利便性向上を図る。

429,000 429,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

「歩いて楽しいまちな
かゾーン（仮称）」の
推進

　歩道整備が困難な都心の細街路において，自動車走行速度を低減させ，安全でゆとりの
ある歩行空間を創出するとともに，通行空間の分離による自転車通行空間の整備や歩行者
の円滑な通行の確保を図るため，幹線道路に囲まれた地域を「歩いて楽しいまちなかゾー
ン（仮称）」と設定し，都市計画局，交通管理者等と連携して，ゾーン対策を実施する。
　平成２５年度の建設局の具体的な事業内容としては，平成２４年度に引き続き，「歴史
的都心地区」（四条通，河原町通，御池通及び烏丸通で囲まれた地区）において，区画線
の引き直しやカラーライン等による車線幅員の狭小化(路側帯の拡幅）を行うともに，自
転車通行部分の明示等を行う。

48,100 36,400

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

一部，24

年度2月補

正予算で

計上

（5,000）



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

ＬＥＤ道路照明灯の設
置（更新分）

　京都市では，水銀灯や蛍光灯など約８０，０００基の道路照明灯を管理しており，道路
照明灯の維持管理に年間約７億円の経費がかかっている。その中で，低炭素社会の実現の
ため，水銀灯については平成２０年度から新設・更新時に節電・低炭素化が見込めるセラ
ミックメタルハライド灯を導入している。
　６７，０００基を超える蛍光灯について，平成２４年度から新設分については，ＬＥＤ
化を行い，節電・低炭素化を図っている。今後は，更新時においてもＬＥＤを導入するこ
とにより，更なる節電・長寿命化・低炭素化を進めていく。

130,000 86,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

いのちを守る都市基盤
防災・減災対策プロ
ジェクト

　道路や橋りょうは，災害時の避難・救援，その後の復旧・支援活動の要であり，重要な
社会基盤施設である。また，駐車場も一般利用の多い市民生活に密着した重要施設であ
る。
　平成２３年３月に発生した東日本大震災や近年多発する局地的集中豪雨等の被害を目の
当たりにして，災害に強いまちづくりに向けた防災対策のスピードアップは喫緊の課題で
あり，災害時においても，健全な都市機能が確保できるよう，平成２５年度は以下の取組
を進める。
　○橋りょう耐震補強
　○災害防除（道路に面する斜面等の防災対策)
　○円山駐車場耐震改修

1,394,700 1,351,500

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

無電柱化事業 　本事業は，電線共同溝を新設し，景観を阻害している電柱・架空電線類を取り除くこと
で，歴史都市京都にふさわしい景観の保全再生，地域・観光の活性化，安全で快適な通行
空間の確保及び都市防災の向上等を図るものである。
　平成２５年度は以下の路線で新たに設計又は工事に着手する。
　○ 銀閣寺宇多野線（銀閣寺道）（詳細設計，工事）
　○ 宇多野嵐山山田線（長辻通）（予備設計）

260,500 200,200

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

一部，24

年度2月補

正予算で

計上

（40,000）



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

花と緑あふれるまちづ
くり～緑視環境向上プ
ロジェクト～

　平成２２年３月に策定した緑の基本計画を推進するため，平成２５年度については，
「緑視環境の向上」を重点テーマに下記事業を新たに実施する。
　○街路樹整備事業～花の道づくり～
　○街路樹整備事業～道路の森づくり～
　○紅葉街路樹二段階剪定の市内全域実施
　○ケヤキ並木保全・創造プロジェクト

444,000 389,000

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

宝が池公園新景観創造
事業

　本市北部の主要公園の一つである宝が池公園内にまとまった本数のサクラを植樹できる
エリアを整備することにより，公園の魅力の向上を図り，公園や隣接する国際会館の利用
者に桜の景観を楽しんでいただく。

3,000 3,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

梅小路公園再整備 　京都水族館の開業及び鉄道博物館（仮称）建設計画に伴い，賑わいを見せる梅小路公園
において，利用者の利便性の向上を目的とした整備を行い，総合公園としての更なる魅力
を高める。

414,300 350,000

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

一部，24

年度2月補

正予算で

計上

（213,750）


